
 どこが問題？
　石岡の地域医療
「出産できる医療機関がない」
「救急を受け付けてくれる病院がない」
 石岡の地域医療の一番の問題は、
　　　　どこにあるのでしょうか？
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岡
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岡
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し
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し
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医
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医
療
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今
後
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新
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た
り
、
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。

　
６
月
に
今
泉
市
長
が
座
長
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な

り
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と
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師
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美
玉
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が
う
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の
市
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交
え
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療
懇
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３
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懇
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医
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石
岡
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月
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日
号
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照
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茨

■  石岡市医師会病院内で行う内科と
小児科の休日夜間診療は、10 人ほど
の医師で対応していますが、医師の高
齢化により限界がきています。

休日・夜間の
　　　　緊急診療の限界1

■  小児科の診療を行う医療機関は石
岡市で 10 件、かすみがうら市で 4件、
小美玉市で 9件。
　現在、市内で出産できる医療機関は
ゼロです。

産科・小児科の
　　　　　　医師不足2

■  市内 39 の病院が加入する石岡市
医師会の平均年齢は 63 歳です。また
医師だけでなく看護師や介護士なども
非常に不足しています。

平均年齢 63歳。
　　　　医師の高齢化3

 広報いしおか 12月１日号　№３１６　　　４　　　　　　　
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上
の
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を
病
院
に
連

れ
て
行
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だ
け
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の
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し
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「
病
院
へ
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通
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が

な
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う
時
に
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サ
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前
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か
、
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機

関
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の
送
迎
な
ど
の
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を
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け
る
に
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が
あ
り
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。
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ポ
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暮
ら
し
の
中
の「
困
っ
た
」

を
お
互
い
の
善
意
と
協
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。
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ー
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地域医療が抱える課題

▼救急車を呼んだ方がいいのか、自分で連れて行っても大丈夫か迷ったら
おとな救急電話相談＃ 7119　子ども救急電話相談＃ 8000 
月～土：午後 5時 30 分～翌朝午前 9時
日・祝日・年末年始：午前 9時～翌朝 9時（相談無料。通話料は利用者負担）

特集：非常ベルが鳴り始めた石岡の医療

　　　　　　　５　　　広報いしおか 12月１日号　№３１６

在
、
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以
前
は
、
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か
あ
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器
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そ
の
た
め
医
療
技
術
を
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べ
る

環
境
が
あ
り
、
か
つ
指
導
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医
師
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か
つ
て
の
大
学
病
院
は
内
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で

あ
れ
ば
、
神
経
内
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や
腎
臓
内

科
・
膠こ

う
げ
ん原
病
の
内
科
や
動
脈
硬
化

な
ど
の
専
門
領
域
の
医
師
が
所
属

し
、
地
方
の
病
院
に
医
師
を
派
遣

す
る
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
研
修
医
が
研
修
先

を
選
べ
る
臨
床
研
修
制
度
が
始
ま

り
、
医
師
を
送
り
出
す
余
裕
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
第
２
回
の
懇
談
会
で
は
、
医
師

不
足
解
消
の
解
決
策
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い
て
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い
ま
し
た
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は
広
報
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岡
10
月
１
日
号
参
照
）。

　
懇
談
会
で
話
し
合
わ
れ
た
、
短

期
、
中
・
長
期
的
な
解
決
策
は
下

の
通
り
で
す
。

現

 問題は医師不足。
 根本的な解決のために…
医師の総数自体は減っていないにも関わらず、
なぜ地方からは、医師が減ってしまったのでしょうか。

短期的な解決策（案）

中・長期的な解決策（案）

一定規模以上の
　病院整備が必要です

一定以上とは、医学生の受け入れや、研修医
を育成することができる指導医がいて、設備
があることをいいます。

持続可能な
  地域医療体制の構築のためには

一定規模以上の病院

医科大学
学生の
　研修派遣

地域の開業医
高機能、高度医
療を学んだ後、
地域の開業医へ

▶医師の確保、研修、労働環境改善
の補助金を出す。

医師確保等への補助金1
▶救急や周産期医療など不採算医療
を担う公的病院に、人員確保や施設
整備などの補助を行う。

医療機関への財政支援2

▶卒業後は市内病院で働くことを条
件に医学生に修学資金を貸与する。

医学生への
　　　修学資金貸与3
▶小児科や周産期、救急などの研究
を行う大学医学部に寄附し、研究活
動の一環として地域に医師を派遣し
てもらうシステム。

大学医学部への
　　　　　寄附講座4


